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Abstract
Thecriminalcaseswithstimulantssucllasmethamphetamine,designersdrugsand
poisonshaverecentlyincreasedandbccomeasocialproblemmJapanThescreeningas
apreliminarytestisveryimportanceinordertoearlyresolutionandthereliefofcrime
victims，amongseveralnlethodstoanalyzethesesubstances・Sinccthinlayer
cllromatography(TLC)isthcmostsimple,basicanalyticalproccdurc,andhasalotof
advantagesfortheseparationofwidelyapplicablecompounds,itisastrongcandidate
fOraninitialscreenmginfOrensicscience、Nowadays，crilninalcaseswithdrugsand
poisonshavevariousfOrms・Theauthorconsideredthattheconventionaltechniqueand
screemngcaｎｂｅｉｍｐｒｏｖｅｄｂｙｕｓｉｎｇＴＩＣｂｅｃａｕｓｅｉthasalotofdisadvantageswith
specificitylsensitivityandseparationtoanalyzethesesubstances､Thus,Authormainly
researchsthenewscreenlngandanalyticalmethodusingTLCfOrthesesubstances,and
appliedtosamples,Thefmlowingresultswereobtained，
LThescreeningmethodfOrabusedtertiaryaminodrugscontaining
dimethylamphetamine(NNDMA)usingcitricacid/aceticanhydridereagent(CAR)on
TLCplatewasdevclopedThismethoｄｗａｓａｐｐｌｉｅｄｆＯｒＮＮＤＭAabuser，surine,could
successfUllydetectthespotｏｆＮＮＤＭＡ.'）
２．ThescreeningmethodfOrsaltsofabuseddrugsandseveralanionsbyTLCwith
aboveInentionedCARwasdevelopedThemethodcouldanalyzcabusedtertiary
aminesandtheirsaltssimultaneously6Anditwasdemonstratedtoefficientlydetect
tOxiCarSeniteinCurrySauCe､2）
3．ThescreeningmethodfOrofp-hydroxymethamphetamine(pOHMA)inurineby
TLCandHPLCwithfluorescencedetection（ＦＤ;化ｘ３２０ｎｍ－入ｅｍ４０Ｓｎｍ）was
developedThepOHMAinmethamphetamineabusers,urineissuccessfillly
analyzed3'4）
－３０４－
4．nlcscrecningmcthodfOrpsychoactivctryptamines(PAIも)ｂｙＴＩＣｗｉｔｈＦＤ(UV
365nm).ThismcthodiseffectivelyapplicdfOrconfiscatedPATpowdcrandPAT
abusers,urine､5）
5．ThescrecningmethodfOrsixmethylencdioxylatedphenethylaminescontaining
3,4-methylcnedioxymcthamphetaminc(ＭＤＭＡ)byTLCwithFDwasdevclopcd､This
methodwaseffectivelyapplieｄｔｏＭＤＭＡａｂｕｓｅｒｓ,ｕrine,6）
【背景および目的】
現在曰本において覚せい剤やデザイナーズドラッグ等を乱用する犯罪､更に毒物を
使用した犯罪等、薬毒物に関わる犯罪が増加して社会問題となっている。これらを分
析するための方法は各種あるが、予備試験としてのスクリーニングは犯罪の早期解決
または被害者救済の観点から非常に重要と考える。分析手法においてクロマトグラフ
ィーは重要な位置を占めており、中でも薄層クロマトグラフィー(TLC)は､短時間で簡
易、安価に行えることや、試料に特異的な検出方法が選択できる上、スクリーニング
として多検体を同時に分析することが可能であるため、他のクロマトグラフィーに比
べメリットは多いと考える。
薬毒物を使用した犯罪が多様化した現在､従来の分析法やスクリーニング法では対
応が困難なものも出てきたため、特異J性や感度並びに分離についてTLCを使うことで
改善の余地があると考えた。そこで本研究では､ＴＬＣにより、デザイナーズドラッグ
等の乱用薬物や毒物に対する新たなスクリーニング法若しくは分析法の開発を目的と
して行い、かつ実試料若しくは擬似試料への応用も併せて検討した。本研究における
主要な成果は以下の通りである。
【研究成果】
1．ＴＬＣ上でクエン酸-無水酢酸試薬(CAR)を用いて第三級アミンの乱用薬物を検出す
るためのスクリーニング法を考案した。従来のＦラーゲンドルフ試薬と比較して、ジ
メチルアンフェタミン(NNDMA)を含むフェネチルアミン系、フェノチアジン系、キ
サンチン誘導体系、ニコチン、数種類の麻薬に関して２．５から１５倍検出感度が向上す
る結果を得た。本法はＮＮＤＭＡ乱用者の尿への応用が可能である結果が得られた。’）
２．ＮＮＤＭＡ等の塩を含む２１種類の陰イオンをＴＬＣ上で検出するスクリーニング法を
考案した。上述ＣＡＲで処理をするとＴＬＣプレート全体が赤桃色に対し、陰イオンは
白色のスポットとして検出される。この方法は特に塩素酸､硫酸、リン酸、クロム酸、
重クロム酸に感度が高く、検出限界はおよそ0.02から0.05肥という結果を得た｡本法
により三級アミンの乱用薬物とその塩を同時に分析することが可能となった｡また､和歌山県
で発生した亜ヒ酸混入によるカレーライス無差別殺傷事件をモデルに作成した擬似
サンプルに本法を適用したところ､ＴＬＣ上で亜ヒ酸のスポットを検出することが出来
－３０５－
た。２）
3．ＴＬＣ上で覚せい剤であるメタンフエタミン(ＭＡＭP)の代謝物のp-ヒドロキシメタン
フェタミン(pOHMA)を蛍光検出(入ｅｘ３２０ｎｍ－入ｅｍ４０５ｎｍ)するためのスクリーニング
法を提案した。また、ＴＬＣへの手法を元に液体クロマトグラフィー(HPLC)への応
用も試みた。液-液抽出及び固層抽出の複合によりｐＯＨＭＡを効率よく抽出する方法
を考案した。抽出後、ＴＬＣ及びＨＰＬＣに適用された目的成分はＴＬＣプレート上並び
にＨＰＬＣポストカラム内でフェリシアン化カリウム(Ⅲ)により酸化されpOHMA蛍光
体となり検出される｡pOHMAの検出限界はＴＬＣでlongであり､ＨPLCでＭg/ｍＬ(絶
対量20,9)であった。本法をＭＡＭP乱用者の尿へ適用したところ、内在性蛍光成分
による妨害なしにｐＯＨＭＡを検出することが可能であった。３，４）
４．５－メトキシーハHALジイソプロピルトリプタミン(5-MeO-DPT)を含むトリプタミン系
薬物(EAq[b)１０種類について蛍光体化により高感度な検出を可能にするスクリーニン
グ法を開発した。各試料の青色蛍光スポットはＴＬＣプレートに次亜塩素酸ナトリウ
ム、過酸化水素若しくはフェリシアン化カリウム(、)いずれかの酸化剤を噴霧後、ホ
ットプレート上で加熱することで紫外線(UV)３６５，ｍのランプを照射すると観察され
る。各試料の検出限界は10,9から６０，９の範囲であった。本法をPAmBの押収粉末
並びにMI1s乱用者の尿へ適用したところ良好な結果が得られた。５）
5.3,4-メチレンジオキシメタンフエタミン(ＭＤＭＡ)を含む６種類のメチレンジオキシ
環を持つフェネチルアミンのTLC/蛍光検出によるスクリーニング法を考案した。本
法はＴＬＣプレートに酸化剤として次亜塩素酸及びフェリシアン化カリウム(Ⅲ)の混
合試薬を用い､加熱することで波長範囲250,ｍから400,ｍのＵＶランプ照射下で上
述試料は青色蛍光を示す。本法による検出限界は各試料共５０，９であった｡本法を
ＭＤＭＡ錠剤並びにＭＤＭＡ乱用者の尿へ応用したところ良好な結果が得られた｡6）
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